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イノシシ出没ハザードマップを作成イノシシ出没ハザードマップを作成イノシシ出没ハザードマップを作成 
- 岩手県におけるイノシシの分布拡大の変遷から出没確率を予測 -

東北でイノシシが拡大中
　イノシシは西日本の動物と思っていませんか？

実はかつては東北地方の森林に広く生息していま

の影響 )Fした。しかし、明治期に狩猟や豚熱（CS

で東北地方の多くの地域で絶滅してしまい、それ

以降100年近く宮城県南部がイノシシの分布域の

北限となっていました。北陸地方でも同様に絶滅

していたことから、イノシシは「西日本の動物」「雪

が多い地域には生息できない」といったイメージ

が定着してしまっていたようです。ところが、2000

年ころから分布域が北方に拡大し、2007年に岩手

県で明治期の絶滅以降初めて目撃されました。そ

の後、分布域の拡大が続き、2017年には青森県

への侵入が確認されました。

岩手県ではイノシシはすでに定着
　2007年に県南部の奥州市で1件目撃されたの

が岩手県での最初の事例でした。その後、2010年

まで岩手県内では目撃されませんでしたが、2011

年より県南部を中心に目撃が増え、2018年には県

内全域で目撃されるようになりました。イノシシに

よる農作物被害は2012年に初めて発生し、2014年

から2017年にかけて増加しました。この状況から

2007年～2010年を岩手県におけるイノシシの「移

入期」、2011年～2017年を「拡大期」、2018年以降

を「定着期」と定義しました（図1）。なお、岩手県内

では現時点でまだイノシシによる人身被害は発生し

ていないため、被害は全て農作物被害を指します。

出没予測図を作成
　2007年以降の岩手県内の出没データ（目撃、被

害、捕獲情報をまとめたもの）を用いて、種の分布モ

デルという手法をもとに出没予測図の作成を試み

ました。予測をするために、標高、植生、土地利用、

写真１　2019年に岩手県宮古市で撮影されたイノシシ。
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図１　岩手県内のイノシシの分布拡大の変遷。図中の□は 5kmメッシュを示し、メッシュごとの目撃

件数を色分けしました。
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人口および年間最大積雪深の5つの環境データを

用いました。これらは国土地理院や政府が公開して

おり、誰でも無料でウェブサイトからダウンロードし

て使うことができます。5つの環境データの全組み

合わせで予測図を作ったところ、標高、植生および

土地利用の3つを用いた際に最も信頼度の高い予

測図ができました。さらに、予測に用いるデータ量

が多いほど作成される予測図の信頼度が高くなる

ことも確認されました。そこで、2019年までの全

データを用いて作成した出没予測図（図2）を今後

のイノシシ出没のハザードマップとして使うことがで

きると考えました。 
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　ところで、本研究に 

0 おける予測はあくまで

も「出没確率」であり、

「生息確率」ではあり

ません。「出没」とは人

が住んでいるところに

イノシシが出てくるこ

図２　2007年～2019年の出没データを用いて作成

したイノシシの出没予測図。この図をハザー

ドマップとして用いることが可能です。図中

の細線は市町村界を示します。

となので、人が住んでいない標高が高い地域や森林

などでは、目撃や被害発生などの「出没」を確認するこ

とはなくてもすでに生息している可能性があります。

ハザードマップを用いて早めの対策を
　図2で示したハザードマップから、岩手県内では

多くの地域でイノシシが出没する可能性があること

がわかります。イノシシは水稲に被害を及ぼすた

め、出没が増えると被害額が大きくなる傾向があ

り、また人身事故も懸念されます。出没や被害を少

なくするためには、個体数を低く抑えたり、被害対

策を練ったりするなどの早め早めの対策が求めら

れます。また、青森県は現在のところ上述の「移入

期」もしくは「拡大期」と考えられます。「定着期」に

移行させないように捕獲圧を高めることも、長い期

間で考えた場合の出没対策として有効でしょう。

＊本研究は岩手県立大学と共同で行いました。また、

岩手県および県内各市町村の担当課より出没デー

タを提供していただきました。
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